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あけぼの衛星VLF波動アナログ波形データを用いた雷起源ホイスラの分散値推定
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あけぼの衛星搭載 VLF 波動観測装置のサブシステムである広帯域スペクトル受信器 (WBA) で得られた電磁波形デー
タは,過去 18年間に 10Tbyteを上回る量が蓄積され,コーラスや雷起源ホイスラなどの詳細な波形,スペクトル解析に適
している.

当研究グループでは,衛星軌道に沿って連続観測される雷起源ホイスラの分散値の変化の様子から,地球プラズマ圏内
の電子密度分布の推定ができることを理論的に示しており [1],雷起源ホイスラの自動検出は,雷あるいはホイスラの特性
解明に加え, 18年間にわたるプラズマ圏内電子密度プロファイルの長期的な変動の解明に大変有用である. 本報告では,
WBA データから自動的に雷起源ホイスラの検出を行なう手法 [2] をさらに改良し,背景雑音の時間変化に依存せず精密
にホイスラを検出する手法を紹介する.

ホイスラの分散値推定にはWBAデータより生成した時間分解能 20msec,周波数分解能 50Hzのスペクトルデータを用
いる. 従来は閾値を解析するデータ毎に経験的に手動設定していたが,本研究では背景雑音を元に適応的にホイスラ検出
の閾値レベルを決定する方法を開発し,検出精度を大幅に向上させた. さらに,内之浦の追跡局 (USC)のアナログテレメ
トリ受信装置から直接WBAデータをデジタル化してDVD-RAM に記録する装置を導入し,取得データをすぐに今回開発
の検出プログラムに適用できるよう,改良を加えた.

これまでに, DAT記録の約 90軌道分及び追跡局で直接 DVD-RAM に記録された約 80軌道分のWBAデータから,提案
法によって高精度のホイスラ検出と分散値推定を行なった.本報告では,これら自動検出されたホイスラの分散値の緯度,
ローカルタイム依存性など,統計的な解析結果を合わせて紹介する.
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